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六
月
十
一
日
（
日
）
エ
ル
大
阪
に
於
い
て
『
支
え
る
会

セ
ミ
ナ
ー
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
て
２
ヶ
月
、
障
害
当
事
者
に

と
っ
て
も
施
設
関
係
者
に
と
っ
て
も
、
今
ひ
と
つ
わ
か
り

に
く
い
制
度
が
不
安
を
生
ん
で
い
ま
す
。

当
日
は
、
１
３
０
名
が
参
加
、
制
度
の
ど
こ
が
問
題
で
、

ど
う
取
り
組
め
ば
よ
い
の
か
重
症
心
身
障
害
者
が
地
域
で

暮
ら
し
て
い
く
道
を
探
り
ま
し
た
。

午
前
は
、
大
阪
発
達
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
・
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
（
重
症
心
身
障
害
児
施
設
）
施
設
長
の
児
玉

和
夫

氏
が
、
重
症
児
施
設
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
自
立
支
援
法

の
全
体
像
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
重
症
心
身
障
害

児
施
設
は
な
く
な
る
の
で
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
立

支
援
法
に
移
行
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
具
体
的
に
挙
げ
て

提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

重
症
心
身
障
害
児
施
設
は
、
自
立
支
援
法
施
行
前
は

５
年
後
に
は
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
が
、
去
年
十
月
の
国
会
の
採
決
で
付
帯
決
議
と
し
て

「
重
症
心
身
障
害
児
施
設
の
入
所
者
に
対
す
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
後
退
さ
せ

る
こ
と
な
く
継
続
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
」

が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
重
心
施
設
が
療
養

介
護
と
生
活
介
護
の
ど
ち
ら
か
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
は
大
幅
に
後
退
し
ま
し
た
。
３
年
以
内

に
児
童
福
祉
法
の
見
直
し
、
５
年
以
内
に
新
制
度
を
つ
く

り
、
そ
こ
か
ら
５
年
間
を
経
過
移
行
期
間
と
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
ま
だ
、
手
直
し
が
さ
れ
て
い
る
今
の
う
ち
に

要
望
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

午
後
は
、
児
玉

和
夫
氏
、
岸
本

眞
氏
（
河
﨑
医
療
技

術
専
門
学
校

理
学
療
法
士
）
、
清
水

明
彦
氏
（
の
ま

ネ
ッ
ト
西
宮

セ
ン
タ
ー
長
）
、
冨
田

昌
吾
氏
（
寝
屋

川
市
民
た
す
け
あ
い
の
会
）
各
氏
で
「
重
症
心
身
障
害
児

者
は
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
自

立
支
援
法
が
ど
こ
ま
で
有
効
な
の
か
、
有
効
で
な
い
の
か
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
見
直
し
が
必
要
な
の
か
を
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
か
ら
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

重
い
障
害
の
あ
る
方
が
、
入
所
施
設
で
は
な
く
地
域
で

暮
ら
し
て
い
こ
う
と
す
る
と
き
、
自
立
支
援
法
で
示
さ
れ

た
ケ
ア
ホ
ー
ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
生
活
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
。
重
度
の
方
を
受
け
止
め

る
に
は
居
住
機
能
が
ベ
ー
ス
に
あ
り
、
そ
の
上
で
相
談
機

能
を
持
っ
て
、
一
人
一
人
に
応
じ
た
居
宅
支
援
が
必
要
で

あ
り
、
ま
た
、
支
援
の
内
容
も
単
に
介
護
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
人
の
（
そ
の
人
ら
し
い
）
生
き
方
を
支
援
す
る
と
い

ＯＴＫ

Ｎｏ．５１

★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る

支
え
る

大

阪

府

重

症

心

身

障

害

児

・

者

を

支

え

る

会

全

国

重

症

心

身

障

害

児

（

者

）

を

守

る

会

大

阪

支

部

守る会三原則

―１―

大阪府重症心身障害児・者を支える会セミナー

「重症心身障害児者の地域生活支援のために」
左から：

・児玉 和夫氏
(大阪発達総合療育センター

フェニックス施設長)

・岸本 眞氏

(河﨑医療技術専門学校 理学療法士)

・清水 明彦氏
(西宮市社会福祉協議会

のまネット西宮 センター長)

・冨田 昌吾氏
(寝屋川市民たすけあいの会)
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う
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
自
立
支
援
法
に
お
い
て
重
度
包
括
支
援
と
い

う
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
体
系
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
重
い
障
害
が
あ
る
方
に
対
し
て
ト
ー
タ
ル
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
で
考
え
る
な
ら
ば
、
そ

の
人
ら
し
い
生
き
方
を
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
に
お
い

て
、
新
た
な
支
援
の
あ
り
方
も
創
出
で
き
る
可
能
性
も

含
め
て
、
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
国
が
見
積
も
っ

て
い
る
と
さ
れ
る
重
度
包
括
支
援
対
象
者
が
全
国
で

１
，
０
０
０
人
程
度
と
い
う
こ
と
や
現
在
示
さ
れ
て
い

る
単
価
等
か
ら
考
え
る
と
現
実
的
に
は
厳
し
い
も
の
で

あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

自
立
支
援
法
に
よ
る
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
体
系
は
、

今
進
め
ら
れ
て
い
る
障
害
程
度
区
分
認
定
に
よ
っ
て
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
分
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
中
に
各
市
町
村
は
、
向
こ
う
３
年
間
の

障
害
福
祉
事
業
計
画
を
数
値
目
標
を
含
め
て
作
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
載
ら
な
い
も
の

を
作
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
ど
ん
な
も
の

が
必
要
か
を
訴
え
て
い
く
の
は
今
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
計
画
策
定
の
ベ
ー
ス
に
な
る
障
害
程
度
区
分
認
定

の
判
定
が
本
当
に
適
正
な
も
の
で
あ
る
か
も
見
極
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

講
師
の
先
生
方
の
現
場
の
実
践
か
ら
出
て
く
る
問
題

提
起
と
、
重
い
障
害
の
方
へ
の
強
い
思
い
に
励
ま
さ
れ

ま
し
た
。

自
立
支
援
法
で
は
「
自
立
と
共
生
の
地
域
社
会
づ
く

り
」
と
し
て
「
障
害
者
が
自
立
し
て
普
通
に
暮
ら
せ
る

街
づ
く
り
」
「
地
域
に
住
む
人
が
、
障
害
の
有
無
、
老

若
男
女
を
問
わ
ず
、
自
然
に
交
わ
り
、
支
え
あ
う
ま
ち

づ
く
り
」
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
た

び
の
改
革
は
支
援
費
制
度
で
う
た
っ
た
自
己
選
択
・
自

己
決
定
は
ど
こ
へ
や
ら
、
利
用
者
負
担
の
重
さ
か
ら
支

援
の
利
用
を
控
え
る
ケ
ー
ス
が
出
て
い
ま
す
。
施
設
、

事
業
所
の
運
営
は
厳
し
く
な
り
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
危

惧
さ
れ
る
状
況
で
す
。
障
害
者
自
立
支
援
法
が
、
障
害

の
あ
る
方
が
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
な
け

れ
ば
、
本
当
の
意
味
で
自
立
を
支
援
す
る
も
の
に
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

―２―

吊り看板、立看板、式次第、ポスター等を大

型カラープリンタより印刷致します。

イベントやお知らせ等の使途の

目的にお気軽にご用命下さい。

☆大きさと色数により値段が変わります。

■モノクロ１色＝６１０ミリ→１,０００円/ｍ、９１０ミリ→１,５００円/ｍ

■カラー２色 ＝６１０ミリ→１,５００円/ｍ、９１０ミリ→２,０００円/ｍ

■フルカラー ＝６１０ミリ→２,０００円/ｍ、９１０ミリ→２,５００円/ｍ

基本（６１０又は９１０ミリ）×○○メートルです。ご不明な点は支える会事務局迄ご相談下さい。

◎現時点の取扱商品メーカーはリブドゥ、白十字の２社です。

大阪府重症心身障害児者を支える会
ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５
ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

担 当: 清 水大阪市指定事業者

支
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第４３回 全国重症心身障害児（者）を守る全国大会に参加して

先の大戦において国内で唯一の

地上戦となり、多くの尊い命が失

われた沖縄県（宜野湾市）におい

て全国大会が開催されました。

利用者負担の見直しで定率負担

制度になり、医療的ケアを伴う方々

の負担は計り知れなく、不安を訴

えておられます。「障害者自立支

援法」は真に重症児者の為の施策

になっているのか？多くの疑問を

抱えて参加しました。

例年、第一日目は分科会方式で

あったのが、自立支援法の正しい

理解と共通認識を深めるということで、『障害者自立支援法と重症心身障害児（者）』をメインテーマ

に、岡田喜篤氏（川崎福祉医療大学学長）の司会でシンポジュウムが開催されました。４月から既に制

度がスタートしている在宅の方々には具体的に多くの要望があり、問題は山積しています。話し合いの

場がなかったのは残念でした。

藤木則夫氏（厚生労働省・障害福祉課課長）の「障害者自立支援法と障害のある人びとの福祉の展望」

という話しの中に、『障害のある人がふつうに暮らせる地域社会づくり』という文言がありました。大

阪支部では居宅介護事業所を運営していますが、その中から見えてくる重症児者の現状と制度の内容か

ら考えると、常に医療的ケアの必要な人への支援策は療養介護事業（施設への入所）のみであることか

ら「本当にそうなるのだろうか？」と疑問を抱かずにはいられませんでした。重症心身障害児者が入所

以外の場で暮らせる方策が見えてこない制度の不十分さを感じました。

瀧本寛氏（文部科学省・特別支援教育課課長）は「一人一人のニーズに応じた教育的支援の実現に向

けて」と題して話されました。当会は、強度行動障害を中核とする支援困難な方の問題に取り組んでき

て、自閉症支援において、幼児期から成人期にいたるまでの一貫したシステムの重要性を訴えてきまし

た。特に学童期に適切な支援なく経過し放置され、その結果、深刻な問題を引き起こすケースがありま

す。一人一人のニーズに応じた適切な個別支援計画の Ｐｌａｎ―Ｄｏ―Ｓｅｅ のプロセスが機能する

ための人材の育成に期待します。

末光茂氏（社会福祉法人旭川荘副理事長）は「公・法人立重症児施設の置かれた状況と将来の選択肢

を考える」と題して、診療報酬改定に伴い、病院機能も併せ持つ重症心身障害児施設に重大な事態が生

じてきていることについて説明がありました。

入所しているだけで入院医療費がかかる重症児施設は、医療の必要性の低い患者に係る医療について

評価を引き下げられることになりました。手厚い医療・看護を必要とする超重症児（者）の病棟と看護

職員配置が緩やかでよい病棟とを併存させることで、多様な機能を果たしてきた重症児施設において、

適切な医療・看護が維持出来なくなる可能性が出てきています。大阪市に初めて開設された重症児施設

『フェニックス』は、超重症児（者）の受け入れに前向きに取り組まれていますが、大阪府下の重症児

施設は、今後どうあるべきか、どうしてほしいか、提言していく必要があるのではないかと思います。

第二日目は、『みんなで語ろう』と『式典』があり、要望

書が採択されました。

「みんなで語ろう」では、利用者負担の問題や利用契約制

度への移行に伴う成年後見制度について意見交換しました。

「動く重症児」の施策について、「守る会」で取り組む必要

性を訴える意見がでており、今回の制度改革でも狭間のまま

置いておかれることがないように、要望していかねばならな

いと思います。

―３―
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要

望

書

本
日
私
た
ち
は
、
こ
こ
宜
野
湾
市
に
お
い
て
、
国
、
沖

縄
県
な
ら
び
に
宜
野
湾
市
、
そ
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
お

よ
び
地
元
の
関
係
福
祉
諸
団
体
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
ご

支
援
、
ご
協
力
に
よ
り
、
第
四
十
三
回
重
症
心
身
障
害
児

(

者)

を
守
る
全
国
大
会
を
意
義
深
く
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
関
係
の
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
四
月
よ
り
、
「
自
立
と
共
生
の
社
会
の
実
現
」
、

「
障
害
者
が
地
域
で
暮
ら
せ
る
社
会
に
」
と
い
う
理
念
を

掲
げ
、
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

重
症
心
身
障
害
児(

者)

に
と
っ
て
の
自
立
と
は
、
人
の

愛
情
を
感
じ
て
笑
顔
で
応
え
、
持
て
る
能
力
を
可
能
な
限

り
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
々
に
感
動
を
与
え
、
心
の

や
さ
し
さ
、
そ
し
て
生
き
る
勇
気
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。

そ
れ
が
こ
の
子
ら
の
自
立
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
、
弱
い
も
の
た
ち
の

行
き
場
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
見
守
る
と
と
も
に
、

も
の
言
え
ぬ
子
ど
も
達
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
に
、
ま
ず

は
、
親
自
身
が
自
ら
の
責
任
と
義
務
を
果
た
す
こ
と
を
改

め
て
表
明
い
た
し
ま
す
。

か
つ
て
戦
争
に
よ
り
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
こ
の

沖
縄
の
地
で
、
も
う
一
度
い
の
ち
の
大
切
さ
を
み
つ
め
直

し
、
「
最
も
弱
い
も
の
を
ひ
と
り
も
も
れ
な
く
守
る
」
と

い
う
会
の
基
本
理
念
の
も
と
重
症
心
身
障
害
児
（
者)

が
一

人
の
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
生
き
る
歓
び
が
実
感
で
き

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
運
動
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま

す
。こ

こ
に
私
た
ち
は
、
第
四
十
三
回
重
症
心
身
障
害
児(

者)

を
守
る
全
国
大
会
の
総
意
に
基
づ
き
、
次
の
こ
と
を
要
望

い
た
し
ま
す
。

一
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て
は
、
重
症
心
身
障
害

児(

者)

の
生
活
が
在
宅
で
も
施
設
入
所
で
も
、
真
に

支
援
が
機
能
し
、
こ
の
改
革
に
あ
た
り
、
最
も
弱
い

も
の
た
ち
の
行
き
場
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

十
分
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
医
療
な
く
し
て
は
命
が
守
ら
れ
な
い
重
症
心
身
障
害

児(

者)

に
と
っ
て
は
、
医
療
の
質
の
確
保
は
最
も
重

要
な
こ
と
で
す
が
、
こ
の
度
の
診
療
報
酬
改
定
に
よ

り
重
症
心
身
障
害
児
施
設
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
重
症
心
身
障
害
児(

者)

の
適
切
な
医
療
・

看
護
を
維
持
す
る
た
め
に
も
診
療
報
酬
改
定
の
見
直

し
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
特
別
支
援
教
育
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
障
害
種
別

と
特
性
に
配
慮
し
た
教
育
体
制
が
確
保
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
持
つ
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
教
育
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
医
療
的

ケ
ア
の
実
施
体
制
が
更
に
充
実
さ
れ
、
地
域
格
差
が

是
正
さ
れ
る
よ
う
あ
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
国
立
病
院
機
構
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
度
の
障

害
保
健
福
祉
施
策
の
改
革
案
に
伴
い
施
設
の
多
機
能

化
が
導
入
さ
れ
ま
す
が
、
新
障
害
程
度
区
分
認
定
に

よ
り
現
在
入
所
中
の
利
用
者
が
行
き
場
を
失
う
こ
と

が
な
い
よ
う
、
こ
れ
を
機
に
福
祉
施
設
の
運
営
を
あ

わ
せ
て
行
わ
れ
る
よ
う
制
度
化
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
に
お
い
て
は
、
施
設
間
格
差

の
解
消
を
図
り
、
通
園
事
業
の
更
な
る
充
実
と
超
重

症
児(

者)

の
入
所
を
拒
否
せ
ず
、
施
策
の
対
応
を
な

お
一
層
充
実
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
十
八
年
六
月
十
八
日

第
四
十
三
回
重
症
心
身
障
害
児(

者)

を
守
る
全
国
大
会

大阪府重症心身障害児・者を支える会(全国重症心身障

害児(者)を守る会の大阪支部)への入会についてご案内

いたします。

【個人会員】 ◎年会費 ８，４００円

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

◎年会費 ３，６００円

本会「支える」発行購読料含む

【法人・団体会員】◎年会費 １０，０００円（１口）

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

【協力会員】 ◎年会費 ３，０００円（１口）

（運営資金の協力会員）

本会「支える」発行購読料含む

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします。

＼（*´∇｀*）／「支える会」入会のご案内



月  日 時 間 講  師 場  所 

９月２日(土) 
１０：３０ 

～１６：３０

岸本 眞氏 

 (河﨑医療技術専門学校・理学療法士)他 
アピオ大阪 

９月３日(日) 
１０：３０ 

 ～１６：３０

岸本 眞氏 

(河﨑医療技術専門学校・理学療法士)他
アピオ大阪 

１０：３０ 

 ～１２：３０
吉田くすほみ氏（言語聴覚士） 

９月９日(土) 
１３：３０ 

 ～１５：３０

藤井 建一氏 

（耳原総合病院小児科Ｄｒ） 

早川福祉会館 
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「医療的ケア」の実際と教育的意味、
医療と専門職種、福祉との連携まで

あゆみといま、そして未来へ

大阪養護教育と医療研究会 ●編著

障害の重い子どもへの「医療的ケア」

教育・医療・福祉の複合的連携を提起 定価 ２，３１０円（本体２，２００円）

書 籍 の 紹 介

平成１８年度

のご案内

障害者の地域生活支援の柱であるヘルパー及びガイドヘルパー

へのニーズが高いのにもかかわらず、重症心身障害児者に対応で

きるヘルパーが極めて少ないという現状があります。

現在介護に携わっておられる方、これから携わろうとされる方、

また、介護のステップアップを図ろうと考えておられる方は、是

非受講して下さい。

障害児（者）の兄弟姉妹は、障害のあるきょうだいに対する理解の難しさ、親が

かまってくれない疎外感、親の関心を引くための問題行動、きょうだいに障害児

（者）がいることによるいじめなど様々な悩みやストレスがあり、兄弟姉妹に対す

る側面からの多様な支援が求められています。

重症心身障害児(者)は、他の障害に比べ、まずは「いのちの保証」が第一になるケースが

多いので、尚更、兄弟姉妹は放っておかれることが多くなります。

この度「守る会・近畿ブロック」では、この事業を通して、兄弟姉妹が重症心身障害児

（者）の症状・原因・治療教育方法などについて学び、連携し、悩みを語り、思索を深める

ことで、お互いが心身共により健康に暮らしていけるようになることへの一助になればと願

い、シンポジュウム等を開催致します。

■事業の内容等

（１）作文の募集及び表彰 （２）「きょうだいシンポジウム」の開催

（３）医療・療育相談会の実施 （４）公開療育・体験講座の開催

（５）優秀作文の冊子作成・配布

詳細についてのお問い合わせは「支える会」事務局までお願いします。

重症心身障害児(者)の兄弟姉妹支援等事業を実施します
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「
強
度
行
動
障
害
問
題
を
考
え
る
研
修
会
」

開

催

去
る
五
月
二
十
日
（
土
）
、
「
ク
レ
オ
大
阪
南
」
に
於
い
て
、

旭
川
荘
・
児
童
院
の
中
島
洋
子
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
『
行

動
障
害
の
予
防
』
（
自
閉
症
へ
の
早
期
対
応
、
療
育
と
医
療
の

連
携
）
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

十
年
前
、
全
国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会
の
北
浦

会
長
と
、
北
海
道
・
お
し
ま
コ
ロ
ニ
ー
を
見
学
し
、
強
度
行
動

障
害
を
示
し
て
い
る
方
々
へ
の
対
応
に
つ
い
て
沢
山
の
示
唆
を

頂
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
れ
以
後
、
毎
年
先
駆
的
な

取
り
組
み
や
実
践
を
さ
れ
て
い
る
方
々
を
お
招
き
し
て
研
修
会

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

行
動
障
害
を
示
し
て
い
る
人
た
ち
は
自
閉
症
関
連
が
多
く
、

障
害
特
性
の
理
解
は
欠
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
「
困
っ
た
、

困
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
私
た
ち
の
側
に
こ
そ
問
題
が
あ
っ
た

の
で
「
困
っ
て
い
る
の
は
彼
ら
、
彼
女
た
ち
だ
っ
た
」
と
い
う

初
歩
の
段
階
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
以
後
、
多
く
の
実
践

例
を
通
し
て
、
対
応
の
仕
方
や
方
法
論
、
そ
し
て
個
々
の
困
難

さ
を
理
解
し
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
重
要
性
な

ど
を
研
修
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
ま
ず
発
達
障
害
の
主
な
タ
イ
プ
に
つ
い
て
詳
し
く

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
閉
性
障
害
の
本
質
を
社
会
性

の
発
達
障
害
と
と
ら
え
、
幼
児
期
か
ら
成
人
期
ま
で
一
貫
性
の

あ
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
支
援
を
す
る
岡
山
モ
デ
ル
の
考
え
方
を

通
し
て
、
地
域
支
援
の
実
際
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
自
閉
性
障
害

に
有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
ず
、
適
切
な
支
援
が
無
い
な

ら
（
た
と
え
軽
症
で
あ
っ
て
も
）
加
齢
と
と
も
に
深
刻
な
問
題

を
引
き
起
こ
す
と
の
こ
と
で
す
。

よ
り
困
難
な
問
題
と
し
て

◎
広
汎
性
発
達
障
害
（
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
が
あ
っ
て
も
適
切
な
教
育
が

あ
れ
ば
社
会
性
は
伸
び
る
が
、
行
動
問
題
を
抱
か
え
る
こ
と
に

な
る
Ｐ
Ｐ
Ｄ
に
つ
い
て
、

（
１
）
一
部
に
は
、
よ
り
困
難
な
問
題
を
も
っ
た
Ｐ
Ｐ
Ｄ
児

（
衝
動
性
・
多
動
性
・
強
迫
性
・
過
敏
さ
が
強
い
、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
な
ど
他
の
脳
障
害
を
複
数
合
併
し
て
い
る
）

が
存
在
す
る
。

（
２
）
不
適
切
な
支
援
で
自
閉
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
（
未
診
断
・

未
療
育
、
家
庭
機
能
の
障
害
、
不
適
切
で
一
貫
性
の
な

い
教
育
）

（
３
）
い
じ
め
被
害
、
挫
折
体
験
な
ど
強
い
ス
ト
レ
ス
体
験
、

強
い
刺
激
は
長
く
記
憶
に
残
り
、
す
ぐ
に
は
乗
り
越

え
ら
れ
な
い(

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク)

（
４
）
合
併
疾
患
の
治
療
の
遅
れ
は
、
問
題
を
複
雑
困
難
に

す
る
（
強
迫
、
う
つ
状
態
、
睡
眠
障
害
、
被
害
妄
想
）

と
い
う
場
合
の
自
閉
症
支
援
に
お
け
る
児
童
精
神
科
医
療
の
役

割
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
触
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
「
強
度
行
動
障
害
ハ
イ
リ
ス

ク
児
」
を
早
期
に
識
別
し
、
重
装
備
療
育
と
医
療
的
ケ
ア
を
確
保

す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
「
強
度
行
動
障
害
者
特
別
支
援

加
算
事
業
」
に
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
知
的
障
害
の
現
場
で
有

効
に
機
能
し
て
い
る
の
か
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
す
。

最
後
に
は
、
お
母
さ
ん
か
ら
、
入
所
施
設
で
の
子
供
さ
ん
の

様
子
に
つ
い
て
、
涙
な
が
ら
の
切
実
な
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

「
素
晴
ら
し
い
療
育
者
と
組
む
時
、
薬
物
治
療
の
効
果
が
現
れ

る
の
で
あ
り
、
行
動
問
題
に
お
け
る
症
状
だ
け
に
着
目
し
て
い

て
は
い
け
な
い
」
等
の
お
話
が
あ
り
、
迷
惑
行
為
と
と
ら
え
ら

れ
、
排
除
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
現
状
を
聞
く

と
、
ま
だ
ま
だ
『
強
度
行
動
障
害
問
題
を
考
え
る
研
修
会
』
の

必
要
性
を
感
じ
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
鈴
木
）

今
回
は
、
別
の
講
演
会
で
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
さ
れ
て

い
た
中
島
先
生
の
お
話
を
聞
き
、
機
会
が
あ
れ
ば
再
度
聞
い

て
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
申
し
込
み
ま
し
た
。

自
閉
症
の
早
期
発
見
、
正
し
い
診
断
、
早
期
の
的
確
な
療

育
と
親
の
障
害
へ
の
理
解
な
ど
に
対
す
る
支
援
が
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。
又
、
岡
山
県
で
実
施
し
て
い
る
自
閉
症
の
方

た
ち
へ
の
支
援
シ
ス
テ
ム
が
、
全
国
で
同
じ
レ
ベ
ル
・
密
度

感

想
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〒545-0021 大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８ 育徳コミュニティーセンター内
ＴＥＬ：０６－６６２４－２５５５ ＦＡＸ：０６－６６２４－２５５６

大阪市事業所 特定非営利活動法人大阪府重症心身障害児者を支える会

事業内容：身体介護 家事援助 移動支援 日常生活支援（月曜日～日曜日 ０時～２４時）
受付時間：９時３０分～１７時３０分
主たる活動地域：阿倍野区 平野区 東住吉区 住吉区 中央区 天王寺区

浪速区 城東区 住之江区

〒598-0002 大阪府泉佐野市中庄１５２２－１
ＴＥＬ：０７２４－６３－２２９７ ＦＡＸ：０７２４－６３－２４５４

事業内容：身体介護 家事援助 移動支援 日常生活支援（月曜日～日曜日 ０時～２４時）
受付時間：９時～１８時

泉佐野事業所 支える会泉佐野居宅介護事業所
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利用者様との出会いを楽しみにしております。

で
実
施
さ
れ
な
い
も
の
か
と
も
思
い
ま
し
た
。

自
閉
症
な
ど
の
障
害
を
、
一
般
の
方
た
ち
に
も
も
っ
と
理

解
し
て
も
ら
う
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。
一
歳
児
・
二
歳
児
検

診
の
時
、
自
閉
症
の
知
識
を
も
っ
て
お
ら
ず
「
あ
な
た
の
子

供
は
、
自
閉
的
傾
向
が
あ
り
ま
す
」
と
言
わ
れ
れ
ば
、
私
な

ら
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

最
近
は
自
閉
症
の
研
究
が
進
み
、
脳
の
神
経
伝
達
の
障
害

に
つ
い
て
も
究
明
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
自
閉
症
の
背
景
に

あ
る
機
能
障
害
（
心
の
理
論
の
障
害
・
中
枢
性
統
合
障
害
・

実
行
機
能
の
障
害
）
へ
早
期
に
介
入
し
、
予
防
的
対
応
が
重

要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
人
の
人
生
を
見
る
よ
う
な

長
い
支
援
が
必
要
で
す
が
、
幼
児
期
の
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

支
援
が
、
学
齢
期
に
入
る
と
切
れ
て
し
ま
い
、
障
害
が
悪
化

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
早
期
の
行
動
障
害
へ

の
対
応
（
療
育
・
環
境
支
援
）
が
大
切
で
あ
る
と
同
時
に
、

既
に
行
動
障
害
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
成
人
へ
の
手
立
て
も
共

通
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
考
え
方
で
対
応
す
る
こ
と
で
軽
減

出
来
、
決
し
て
遅
く
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
（
施
設
職
員
）

今
ま
で
、
何
回
か
強
度
行
動
障
害
の
研
修
会
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
発
達
障
害
全
般
に
わ
た
る

講
演
で
、
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

発
達
障
害
の
主
な
タ
イ
プ
を
、
広
汎
性
発
達
障
害
、
注
意

欠
陥
多
動
性
障
害
、
学
習
障
害
の
三
つ
に
分
け
、
「
広
汎
性

発
達
障
害
（
自
閉
症
と
そ
の
関
連
障
害
）
に
自
閉
症
・
ア
ス

ペ
ル
ガ
ー
障
害
・
特
定
不
能
の
広
汎
性
発
達
障
害
・
そ
の
他

が
あ
る
」
と
症
状
や
事
例
を
交
え
、
細
か
く
説
明
し
て
頂
き

ま
し
た
。 感

想

十
五
年
間
、
知
的
障
害
と
し
て
、
分
ら
な
い
ま
ま
過
ぎ
て

き
た
我
が
子
は
特
定
不
能
の
広
汎
性
発
達
障
害
で
あ
る
と
、

初
め
て
障
害
名
が
発
見
出
来
、
嬉
し
い
思
い
で
し
た
。

も
う
一
人
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
青
年
も
、
知
的
障
害
に

伴
う
精
神
疾
患
と
思
い
な
が
ら
付
き
合
っ
て
き
ま
し
た
が
、

自
閉
症
を
合
併
す
る
精
神
疾
患
の
中
に
症
例
が
あ
り
、
先
生

の
話
を
聞
き
な
が
ら
「
な
る
ほ
ど
」
と
症
状
や
行
動
が
当
て

は
ま
っ
て
い
る
の
で
驚
き
で
、
ま
る
で
診
察
し
て
も
ら
っ
て

い
る
み
た
い
で
し
た
。
こ
の
青
年
と
接
す
る
の
に
自
信
が
沸

い
て
き
ま
し
た
。

も
っ
と
も
っ
と
聞
き
た
い
講
演
で
、
遠
く
か
ら
来
て
下
さ

り
、
解
り
や
す
く
教
え
て
頂
い
た
こ
と
に
大
変
感
謝
致
し
ま

す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（

親

）

エコウィン２１
快適・安全・便利
天然成分の除菌・消臭剤

■「エコウイン２１」金額：

２５０ｍｌ(約2.5リットル）＝１,０００円

５００ｍｌ(約５リットル）＝２,０００円

１０倍に希釈して使用します

■スプレー容器:２５０円

(目盛付)※必要の方のみ

熱意のある方、車の運

転ができる方、土日を中

心に活動できる方、歓迎

します！

※登録については履
歴書と資格証明書
が必要です。
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大
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身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

〒
五
六
五
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八
五
一

吹
田
市
千
里
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西
六
―
二
七
―
二

定
価

五
〇
円

（
会
員
の
方
は
会
費
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

夏
の
風
物
詩
、
白
い
砂
浜
が
危
機
的
状
態
に
あ

り
ま
す
。
毎
年
１
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
消
滅
し
、

15
年
間
で
13
％
減
少
、
千
葉
県
九
十
九
里
浜
で
は

こ
れ
ま
で
に
、
海
水
浴
場
の
３
分
の
１
近
く
で
海

開
き
が
出
来
ず
閉
鎖
し
た
そ
う
で
す
。

浸
食
の
原
因
と
し
て
は
、
港
や
ダ
ム
建
設
に
よ

る
砂
の
供
給
バ
ラ
ン
ス
が
変
化
し
た
こ
と
、
温
暖

化
等
が
事
態
を
悪
化
さ
せ
た
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

美
し
か
っ
た
砂
浜
は
、
今
や
黒
い
砂
浜
（
軽
い

砂
が
流
さ
れ
た
後
、
比
重
の
重
い
砂
鉄
が
残
る
）
、

ゴ
ミ
の
砂
浜
（
埋
め
立
て
た
ゴ
ミ
の
流
出
）
へ
と

変
化
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
風
景
を
変

え
脅
威
を
現
し
て
い
ま
す
。

自
立
支
援
法
が
、
重
症
心
身
障
害
児
・
者
の
生

活
バ
ラ
ン
ス
を
壊
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
今
、

ど
ん
な
自
立
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
と
て
も
懸
念
し

て
い
ま
す
。
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大
阪
府
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を
支
え
る
会

編

集

後

記

「支える会」事務局

〒５４５－００２１
大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階
大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 鈴木 祥子
ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５
ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６
＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/

メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメールや

掲示板にお寄せ下さい。

全国・各地へリンクあり！

既に納入がお済みの方にはあしからずお許しを賜り

ますようお願い申し上げます。

＜問い合わせ＞ ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵 便 振 替＞ ００９３０－９－６９５９８

大阪府重症心身障害児・者を支える会

会費納入のお願い

全国重症心身障害児（者）を守る会

◇◇ 近畿ブロック専門部会議開催 ◇◇

日 時：平成１８年９月２日（土） 13:00～16:00

場 所：神戸市立心身障害福祉センター

内 容：３専門部に分かれて討議、最後に全体会で部会長が経過報告

① 在宅部会

② 国立施設部会

③ 重症児施設部会

※ 動く重症児については、各部会の中でのテーマとして取り上げます。

◎ 参加費： 無 料

◎ 参加希望の方は、事務局までお問い合せ下さい。


